
7月のTLG (日本の異常気象）

最悪だったのはその後発生した 台風12号が、

前例のないコースで西日本を襲ったことです。

中部地方に上陸した後、中国地方、九州南部と

西進し、九州南海上で１回転をした後、東シナ海

から中国大陸へと移動しました。東から西へ

進む台風は初めてです。

今月も異常気象について。

7月20日に西日本を襲った豪雨は

死者225名,被災者4,000名,

昨年の九州北部豪雨（死者41名）

を上回る甚大な被害を受けました。

異常気象は日本だけではありません。

ギリシャやカナダ、米国西部では異常

高温で 山火事が続発し焼失面積は

東京都に匹敵するともいわれています。



サントス港に入港するコンテナ

船、はるばるハンブルグから航

海してきた大きな船が目の前を

通るのは壮観です。

BRICSの一つであるブラジルは、日本人移民で知られていますが近いようで遠い国です。

ポルトガルの植民地であったことから政治経済は西洋的です。東京からシカゴ経由でブラジルの

産業の中心地サンパウロまで26時間のフライト。今回はコーヒー豆の積出港として栄えた、

今は南米最大のコンテナ港、サントスを訪ねました。

ｻﾝﾄｽからｻﾝﾊﾟｳﾛまでは標高差750m、

40ｆｔｺﾝﾃﾅを牽引するﾄﾗｯｸには厳しい

道のりですが、時速10㎞とゆっくり、

力強く登っていくﾄﾚｰﾗｰに「頑張れ」と

いいました。時間通り荷物を届けるの

は想像以上に大変だな。

(ブラジルの文化とビジネス）

コンテナヤードはとにかく大きくて

広い。何台か数えきれないくらい

のｶﾞﾝﾄﾞﾘｸﾚｰﾝがそこらじゅうで

荷捌きしています。客先へ正確に

届けるのは思った以上大変です。



ブラジルの文化

ブラジルといえばコーヒー、サントスにはコーヒー豆の「競り」場が今はコーヒー

記念館として公開されています。古いヨーロッパを感じさせる建物、競り場に

コーヒーテイスティング用の丸テーブルが感じ出てます

町中の公園墓地にひっそりとセナのお墓は

ありました。きれいに手入れされていました。

ブラジルのヒーローといえば、この二人、

F1のセナとサッカーのペレ､今でもブラジルの誇りです。

ストリートアートで

セナを描いています｡

凄い！

音速の貴公子

アイルトン・セナ



ペレの銅像

ペレが活躍した「SFC」サントスフットボールクラブ、その中にサッカー記念館があり、

そこに、偉大なペレを称えた記念の品が展示されています。

ストリートアート紹介

ここまでくると、落書きではなく、芸術で

その後、TUI,LJとシュラスコ

パーティーを開催しました

ガスタンクも

アートです

本番のシュラス

もう一つの文化はブラジルの食

「シュラスコ」ブラジルBBQです

SFCのホーム

町中にあります



東京港からブラジル、サントス港までの航路 40日くらいかかります


